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[研究タイトル]の研究
[グループ名]ミーティング資料

2005/??/??

大阪大学

大学院情報科学研究科

今瀬研究室

[氏名]

指導者添削 (??/??)

教員添削 (??/??)

Hiroyuki Ohsaki:

[名前]はメタ変数を
あらわします。適切
な内容で置き換え
てください。

Hiroyuki Ohsaki:

[名前]はメタ変数を
あらわします。適切
な内容で置き換え
てください。

Hiroyuki Ohsaki:

このテンプレートをまっ
たくそのまま真似て資
料を作ってください。

Hiroyuki Ohsaki:

このテンプレートをまっ
たくそのまま真似て資
料を作ってください。

Hiroyuki Ohsaki:

指導者/教員に添
削を受けた日時を
記入してください。

Hiroyuki Ohsaki:

指導者/教員に添
削を受けた日時を
記入してください。

Hiroyuki Ohsaki:

添削を受けたが、
修正できなかった
箇所はコメントを残
しておいてください。

Hiroyuki Ohsaki:

添削を受けたが、
修正できなかった
箇所はコメントを残
しておいてください。

Hiroyuki Ohsaki:

ファイル名は、「<テー
マ名>-<名前>-
<yymmdd>.ppt」と
してください。

Hiroyuki Ohsaki:

ファイル名は、「<テー
マ名>-<名前>-
<yymmdd>.ppt」と
してください。
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目次

前回のミーティングの概要

本日のミーティングの議題

前回のミーティングからの進捗報告

– 1. [項目名]
– 2. [項目名]
– 3. [項目名]

:
今後の予定

Hiroyuki Ohsaki:

作業中の項目を(進捗がないもの
も含めて)すべて列挙します。進捗
した部分に下線をつけてください。

Hiroyuki Ohsaki:

作業中の項目を(進捗がないもの
も含めて)すべて列挙します。進捗
した部分に下線をつけてください。

Hiroyuki Ohsaki:

この色のコメントでは、発表者/参加者それ
ぞれにとって、どんな効果を期待してスラ
イドを作成すればいいかを書いています。

Hiroyuki Ohsaki:

この色のコメントでは、発表者/参加者それ
ぞれにとって、どんな効果を期待してスラ
イドを作成すればいいかを書いています。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 作業の全体像を整理する

参加者： 何を作業しているかを理解しても

らう

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 作業の全体像を整理する

参加者： 何を作業しているかを理解しても

らう
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前回のミーティングの概要

日時： 2004/??/?? ??:??-??:??
参加者: [参加者名]
合意事項

– [項目名]
1. [合意内容] ([発言者])
→ [対応内容]

:
– [項目名]

1. [合意内容] ([発言者])
→ [対応内容]

:

Hiroyuki Ohsaki:

前回のミーティングでの合意内容を
「すべて」列挙します。それぞれに
対して、どのような対応を取ったか/
取る予定かを書きます。ミーティン
グでコメントをもらった、一番最近の
ミーティングの概要を書きます。

Hiroyuki Ohsaki:

前回のミーティングでの合意内容を
「すべて」列挙します。それぞれに
対して、どのような対応を取ったか/
取る予定かを書きます。ミーティン
グでコメントをもらった、一番最近の
ミーティングの概要を書きます。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 前回のミーティングの結果を活か

す

参加者： 前回のミーティングを思い出して

もらい、スムーズに今回のミーティングに
つなげる

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 前回のミーティングの結果を活か

す

参加者： 前回のミーティングを思い出して

もらい、スムーズに今回のミーティングに
つなげる
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本日のミーティングの議題

「N. [項目名]」について([合計時間])
– [議題概要]([時間])

1. [議題詳細]
– [ミーティング目的]
：

– [議題概要]([時間])
1. [議題詳細]

– [ミーティング目的] 
：

Hiroyuki Ohsaki:

N は項目番号です

Hiroyuki Ohsaki:

N は項目番号です

Hiroyuki Ohsaki:

[合計時間]や[時間]には、各項目/議題
をどのくらいの時間をかけて議論したい
かの目安を書きます。単位は分です。そ
の時間に収まるように、何を説明するか
事前に考えておきましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

[合計時間]や[時間]には、各項目/議題
をどのくらいの時間をかけて議論したい
かの目安を書きます。単位は分です。そ
の時間に収まるように、何を説明するか
事前に考えておきましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

[ミーティング目的]には、議論の結果何を
得たいのかを書きます。「コメントをもら
う」、「アドバイスをもらう」等ではなく、具
体的な目的を書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

[ミーティング目的]には、議論の結果何を
得たいのかを書きます。「コメントをもら
う」、「アドバイスをもらう」等ではなく、具
体的な目的を書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 何を発表するか、事前に計画を

立てる

参加者： ミーティングの内容やねらいを理

解してもらう

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 何を発表するか、事前に計画を

立てる

参加者： ミーティングの内容やねらいを理

解してもらう
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1. [項目名]： 概要

目標: [目標概要]
作業内容

– 1. [作業内容概要]
:

現状: ??% → ?? %
– [現状概要]

:
課題

– [課題概要]
:

Hiroyuki Ohsaki:

これ以降のページは、ミーティ
ングのたびに内容をどんど
ん追加します。ミーティング
では、新しいところだけを説
明します。

Hiroyuki Ohsaki:

これ以降のページは、ミーティ
ングのたびに内容をどんど
ん追加します。ミーティング
では、新しいところだけを説
明します。

Hiroyuki Ohsaki:

進捗した部分(項目
名、作業内容)に下
線をつけてください。

Hiroyuki Ohsaki:

進捗した部分(項目
名、作業内容)に下
線をつけてください。

Hiroyuki Ohsaki:

「現状」には、前回のミーティングか
らの進捗を書きます。20%→30%
のように。

Hiroyuki Ohsaki:

「現状」には、前回のミーティングか
らの進捗を書きます。20%→30%
のように。

Hiroyuki Ohsaki:

[現状概要]では現
在の状況を簡単に
説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

[現状概要]では現
在の状況を簡単に
説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

更新する時に、進
捗していない箇所
の下線を消すこと
を忘れないでくださ
い。

Hiroyuki Ohsaki:

更新する時に、進
捗していない箇所
の下線を消すこと
を忘れないでくださ
い。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 作業内容・現状を整理する

参加者： 作業内容の概要を理解してもらう

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 作業内容・現状を整理する

参加者： 作業内容の概要を理解してもらう
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1. [項目名]: 目標

[目標概要]
– [目標詳細]
– [目標詳細]

:

Hiroyuki Ohsaki:

[項目名]の目標を明記します。「研究テーマ
概要」の目的から、ずれていないか確認しま
しょう。ここには、達成できたか、できなかっ
たが検証できるような、具体的な目標を書き
ます。研究の目標をよく考えて、最低でも8
行以上は書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

[項目名]の目標を明記します。「研究テーマ
概要」の目的から、ずれていないか確認しま
しょう。ここには、達成できたか、できなかっ
たが検証できるような、具体的な目標を書き
ます。研究の目標をよく考えて、最低でも8
行以上は書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 方向性を見失わないようにする

参加者： 作業のねらい・範囲を理解しても

らう。作業の目標を思い出してもらう。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 方向性を見失わないようにする

参加者： 作業のねらい・範囲を理解しても

らう。作業の目標を思い出してもらう。
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1. [項目名]： 作業内容 (1/??)

1. [作業内容概要]
– [作業内容詳細]
– [作業内容詳細]

:

Hiroyuki Ohsaki:

??には、この項目
の合計ページ数を
記入します

Hiroyuki Ohsaki:

??には、この項目
の合計ページ数を
記入します

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 作業結果の記録を残す

参加者： 意見がもらえる程度まで、作業内

容を理解してもらう

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 作業結果の記録を残す

参加者： 意見がもらえる程度まで、作業内

容を理解してもらう
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1. [項目名]： 作業内容 (2/??)

2. [作業内容概要]
– [作業内容詳細]
– [作業内容詳細]

:
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1. [項目名]: 課題

[課題概要]
– [課題詳細]
– [課題詳細]

:

Hiroyuki Ohsaki:

[項目名]に関する、現在未解決の課題や問題を書
きます。単なる作業リストではなく、これから考えな
ければいけない(ミーティングで議論するのが望まし
いような)課題や問題を書きましょう。ミーティングで
は、「これまで何をやったか」よりも、「これから何を
やるか」が重要なので、このページは特に大切です。
研究の目標や現状をよく考えて、最低でも8行以上
は書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

[項目名]に関する、現在未解決の課題や問題を書
きます。単なる作業リストではなく、これから考えな
ければいけない(ミーティングで議論するのが望まし
いような)課題や問題を書きましょう。ミーティングで
は、「これまで何をやったか」よりも、「これから何を
やるか」が重要なので、このページは特に大切です。
研究の目標や現状をよく考えて、最低でも8行以上
は書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 研究の方向を見失わないように

する

参加者： 研究の進め方についてアドバイ

スをもらえるようにする。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： 研究の方向を見失わないように

する

参加者： 研究の進め方についてアドバイ

スをもらえるようにする。
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今後の予定

[予定概要]
– [予定詳細] (～??/??)
– [予定詳細] (～??/??)
：

[予定概要]
– [予定詳細] (～??/??)
– [予定詳細] (～??/??)
：

2005/??/??[グループ名]ミーティング資料11

予想される質問

[予想質問1]
– [予定質問1への回答]

[予想質問2]
– [予定質問2への回答]
：

Hiroyuki Ohsaki:

研究ミーティング中に、指導者から受ける質問を予
想して、その質問に対する回答とともに、このペー
ジに書きましょう。この資料で説明を受けた人が、ど
んなことを疑問に思うか、どんなことを知りたいと思
うかを事前に予想しましょう。ミーティング前に1時間
かけて、予想質問とそれに対する回答を考えます。
多ければ多いほどいいですが、5～10個程度を目
安にしましょう。このページは、配布するハンドアウ
トには含めないようにします。

Hiroyuki Ohsaki:

研究ミーティング中に、指導者から受ける質問を予
想して、その質問に対する回答とともに、このペー
ジに書きましょう。この資料で説明を受けた人が、ど
んなことを疑問に思うか、どんなことを知りたいと思
うかを事前に予想しましょう。ミーティング前に1時間
かけて、予想質問とそれに対する回答を考えます。
多ければ多いほどいいですが、5～10個程度を目
安にしましょう。このページは、配布するハンドアウ
トには含めないようにします。

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： ミーティング資料の完成度を高め

る、ミーティングをより意義のあるものにす
る、コミュニケーション力を高める

参加者： なし

Hiroyuki Ohsaki:

発表者： ミーティング資料の完成度を高め

る、ミーティングをより意義のあるものにす
る、コミュニケーション力を高める

参加者： なし
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[研究タイトル]

[発表者氏名]

大阪大学

大学院情報科学研究科

情報ネットワーク学専攻

Hiroyuki Ohsaki:

これ以降のスライドに、研究テーマの概要をまと
めます。毎回、ミーティング資料に付録としてつけ
るようにします。これは、自分自身が研究の方向
性を見失なわないようにすることと、先輩や指導
者にすぐに研究テーマを説明できるようにするの
が目的です。

Hiroyuki Ohsaki:

これ以降のスライドに、研究テーマの概要をまと
めます。毎回、ミーティング資料に付録としてつけ
るようにします。これは、自分自身が研究の方向
性を見失なわないようにすることと、先輩や指導
者にすぐに研究テーマを説明できるようにするの
が目的です。

Hiroyuki Ohsaki:

[名前]はメタ変数を
あらわします。適切
な内容で置き換え
てください。

Hiroyuki Ohsaki:

[名前]はメタ変数を
あらわします。適切
な内容で置き換え
てください。
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[研究タイトル]

本文で、強調したい箇所のみ太字(ボールド)にする
数式、図、表は、論文のものを(もしあれば)そのまま使う

論文のPDFを拡大して
コピーする

すべてのページで「書式」→
「スライドのレイアウト」を実行する

Hiroyuki Ohsaki:

研究目的の概要を
一枚のポンチ絵
(図解のマンガ)で
説明します。クリッ
プアートなどを用い
て、分かりやすい
絵 (図ではなく) を
描きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

研究目的の概要を
一枚のポンチ絵
(図解のマンガ)で
説明します。クリッ
プアートなどを用い
て、分かりやすい
絵 (図ではなく) を
描きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

一般の人(ネットワー
クを専門としない人)
にも分かるように、
平易な表現を使っ
て説明します。でき
るだけ専門用語は
使わないようにしま
す。

Hiroyuki Ohsaki:

一般の人(ネットワー
クを専門としない人)
にも分かるように、
平易な表現を使っ
て説明します。でき
るだけ専門用語は
使わないようにしま
す。

Hiroyuki Ohsaki:

提案方式の概要(= 
細かい内容)を説
明するのではなく、
そもそも何をしたい
のか？その結果ど
んなメリットがある
のか？(=大まかな
内容)を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

提案方式の概要(= 
細かい内容)を説
明するのではなく、
そもそも何をしたい
のか？その結果ど
んなメリットがある
のか？(=大まかな
内容)を説明します。
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研究の背景・動機
(なぜ研究を行う必要があるのか？)

[背景・動機概要]
– [背景・動機詳細]

– ：

[背景・動機概要]
– [背景・動機詳細]

– ：

スライド全体の補足説明には
テキストボックスを使う

特定の部分の補足説明には
四角形吹き出しを使う

背景白、線自動 0.75pt、
文字 22pt にする

書式設定してあるので
これらをコピーして使う

改行はRETURN(改段落)ではなく、
SHIFT+RETURN(改行)で

Hiroyuki Ohsaki:

着想に至った背景
および動機を説明
します。現在、どん
な問題があるのか、
なぜそれを解決す
る必要があるのか
を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

着想に至った背景
および動機を説明
します。現在、どん
な問題があるのか、
なぜそれを解決す
る必要があるのか
を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、研究の背景・
動機を説明するポンチ
絵(図解のマンガ)を入
れます

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、研究の背景・
動機を説明するポンチ
絵(図解のマンガ)を入
れます
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研究の目的
(何を、どこまで明らかにするのか？)

[目的概要]
– [目的詳細]

：

[目的概要]
– [目的詳細]

：

Hiroyuki Ohsaki:

研究期間内に、何をどこまで明らかにしたいの
かを説明します。研究実施期間を明記します。
研究期間中に完了できないもの(今回の対象
外のもの)はそのように明記します。「目的詳細」
には達成できたか検証できるような、具体的な
目的を書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

研究期間内に、何をどこまで明らかにしたいの
かを説明します。研究実施期間を明記します。
研究期間中に完了できないもの(今回の対象
外のもの)はそのように明記します。「目的詳細」
には達成できたか検証できるような、具体的な
目的を書きましょう。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、研究の目的
を説明するポンチ絵(図
解のマンガ)を入れます

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、研究の目的
を説明するポンチ絵(図
解のマンガ)を入れます

Hiroyuki Ohsaki:

「目的」と「手法」を混同しないようにしましょ
う。ここに「手法」に関する内容を説明しては
いけません。「目的」は「手法」に関係なく決
まるものです。「目的」が定まった後に、始め
て「手法」が決まります。

Hiroyuki Ohsaki:

「目的」と「手法」を混同しないようにしましょ
う。ここに「手法」に関する内容を説明しては
いけません。「目的」は「手法」に関係なく決
まるものです。「目的」が定まった後に、始め
て「手法」が決まります。

2005/??/??[グループ名]ミーティング資料16

核となるアイディア
(どの部分に、どんな独創性があるのか？)

[アイディア概要]
– [アイディア詳細]

：

[アイディア概要]
– [アイディア詳細]

：

Hiroyuki Ohsaki:

従来の研究と比較して、どの部分に新規性や
独創性があるのかを説明します。関連研究もこ
こで(簡単に)紹介します。関連研究を並べるの
ではなく、どこに独創性があるのかを明記しま
しょう。

Hiroyuki Ohsaki:

従来の研究と比較して、どの部分に新規性や
独創性があるのかを説明します。関連研究もこ
こで(簡単に)紹介します。関連研究を並べるの
ではなく、どこに独創性があるのかを明記しま
しょう。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、核となるアイ
ディアを説明するポン
チ絵(図解のマンガ)を
入れます

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、核となるアイ
ディアを説明するポン
チ絵(図解のマンガ)を
入れます

Hiroyuki Ohsaki:

「アイディア」と「手法」を混同しないようにし
ましょう。ここに「手法」に関する内容を説明
してはいけません。「アイディア」があって、
その後に、始めて「手法」が決まります。

Hiroyuki Ohsaki:

「アイディア」と「手法」を混同しないようにし
ましょう。ここに「手法」に関する内容を説明
してはいけません。「アイディア」があって、
その後に、始めて「手法」が決まります。
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解決のための手法
(どのように目的を達成するのか？)

[解決手法概要]
– [解決手法詳細]

：

[解決手法概要]
– [解決手法詳細]

：

Hiroyuki Ohsaki:

アイディアを実現するために、どのような研究
手法を取るのかを、具体的に説明します。その
手法を用いる理由(妥当性、有効性)もあわせ
て説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

アイディアを実現するために、どのような研究
手法を取るのかを、具体的に説明します。その
手法を用いる理由(妥当性、有効性)もあわせ
て説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、解決のため
の手法を説明するポン
チ絵(図解のマンガ)を
入れます

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、解決のため
の手法を説明するポン
チ絵(図解のマンガ)を
入れます
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予想される問題
(どんな困難があるか？研究の限界は？)

[予想される問題概要]
– [予想される問題詳細]

：

[予想される問題概要]
– [予想される問題詳細]

：

Hiroyuki Ohsaki:

「研究の目的」に示した研究の範囲内で、どの
ような問題や困難が予想されるかを説明します。
本人の能力(文章力、プログラミング能力など)
に起因する問題ではなく、解決したい問題その
ものの困難さに起因する問題を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

「研究の目的」に示した研究の範囲内で、どの
ような問題や困難が予想されるかを説明します。
本人の能力(文章力、プログラミング能力など)
に起因する問題ではなく、解決したい問題その
ものの困難さに起因する問題を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、予想される問
題を説明するポンチ絵
(図解のマンガ)を入れ
ます

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、予想される問
題を説明するポンチ絵
(図解のマンガ)を入れ
ます



4
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研究成果の意義
(いつ誰にどんな利益が？他への応用は？)

[研究成果の意義概要]
– [研究成果の意義詳細]

：

[研究成果の意義概要]
– [研究成果の意義詳細]

：

Hiroyuki Ohsaki:

研究成果が、いつ、誰に、どの程度、どんなメリッ
トがあるのかを、その理由とともに説明します。
どんな社会的波及効果があるか？また、その
研究成果を利用した応用に、どのようなものが
考えられるか？を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

研究成果が、いつ、誰に、どの程度、どんなメリッ
トがあるのかを、その理由とともに説明します。
どんな社会的波及効果があるか？また、その
研究成果を利用した応用に、どのようなものが
考えられるか？を説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには図を入れる

Hiroyuki Ohsaki:

ここには図を入れる

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、研究成果の
意義を説明するポンチ
絵(図解のマンガ)を入
れます

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、研究成果の
意義を説明するポンチ
絵(図解のマンガ)を入
れます
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作業計画および現状
(どんな作業が必要か？重要度・難易度は？)

難易度

重要度

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位][タスク名]

[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

Hiroyuki Ohsaki:

想定している作業をタスクマップで分類・整理し
ます。タスクマップには、研究期間内に完了で
きない、発展的なものも含めます。研究期間内
でどこまで完了させる予定かを、点線で示しま
す。優先度に従って、この4色で色分けをします。

Hiroyuki Ohsaki:

想定している作業をタスクマップで分類・整理し
ます。タスクマップには、研究期間内に完了で
きない、発展的なものも含めます。研究期間内
でどこまで完了させる予定かを、点線で示しま
す。優先度に従って、この4色で色分けをします。

[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]

優先度

[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]

[タスク名]
[作業順位]
[タスク名]
[作業順位]
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現在までの研究成果
(どこまで明らかにしたか？新たな問題は？)

[現在までの成果概要]
– [現在までの成果詳細]

：

[現在までの成果概要]
– [現在までの成果詳細]

：

Hiroyuki Ohsaki:

現在までに、どんな成果や知見が得られたか
を、結果のグラフ等も含めて説明します。それ
により、新たに発生した問題や解決すべき点が
あればそれも説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

現在までに、どんな成果や知見が得られたか
を、結果のグラフ等も含めて説明します。それ
により、新たに発生した問題や解決すべき点が
あればそれも説明します。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには図を入れる

Hiroyuki Ohsaki:

ここには図を入れる

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、現在までの
研究成果を説明する図
を入れます。提案方式
の概要、結果のグラフ
などがいいでしょう。

Hiroyuki Ohsaki:

ここには、現在までの
研究成果を説明する図
を入れます。提案方式
の概要、結果のグラフ
などがいいでしょう。

Hiroyuki Ohsaki:

「成果」と「手法」を混同しないようにしましょ
う。ここに「手法」に関する内容を説明しては
いけません。「手法」を適用した結果、何が
得られたか、何が実現できたか、何が分かっ
たか、を説明します。「手法」そのものの説明
は不要です。

Hiroyuki Ohsaki:

「成果」と「手法」を混同しないようにしましょ
う。ここに「手法」に関する内容を説明しては
いけません。「手法」を適用した結果、何が
得られたか、何が実現できたか、何が分かっ
たか、を説明します。「手法」そのものの説明
は不要です。
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スライド作成前にすること

フォントサイズの自動調整を解除

– Office 2000の場合、「ツール」→「オプション」→「編集」→「テキスト
をプレースフォルダに自動的に収める」のチェックを外す

– Office XPの場合、「ツール」→「オートコレクト」→ 「テキストをプレー
スフォルダに自動的に収める」のチェックを外す


